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﹇
国
有
林
野
管
理
課
﹈
長
い
梅
雨
も
開
け
、

八
月
に
入
り
、
一
気
に
夏
全
開
と
な
り
、
高
山

帯
へ
も
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
、
夏
山
最
盛
期

と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
信
署
・
富
山
署
で
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
を
結
成
し
て
高
山
植
物
の
保
護
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

中
信
署
で
は
、
昭
和
十
一
年
か
ら
職
員
に
よ

る
監
視
活
動
が
始
ま
り
、
登
山
ブ
ー
ム
の
高
ま

り
と
と
も
に
昭
和
三
十
九
年
か
ら
地
方
行
政
・

報
道
関
係
・
山
岳
関
係
者
等
か
ら
な
る
「
高
山

植
物
等
保
護
対
策
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
保
護

巡
視
員
を
配
置
し
て
の
保
護
活
動
を
行
い
、
昭

和
四
十
五
年
か
ら
は
現
在
の
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
今
年
で
三
十

七
年
に
な
り
、
地
域
も
白
馬
、
涸
沢
、
槍
沢
の

三
地
区
で
十
五
名
の
隊
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。富

山
署
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
黒
部
ア
ル

ペ
ン
ル
ー
ト
の
全
線
開
通
に
伴
い
入
り
込
み
者

の
増
加
か
ら
立
山
に
自
治
体
、
関
連
企
業
、
山

小
屋
関
係
者
等
か
ら
な
る
「
立
山
地
区
国
有
林

野
保
護
管
理
協
議
会
」
を
設
立
し
、
こ
の
年
か

ら
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
薬
師
岳
・
雲
の
平
、
黒
部
、

白
馬
・
朝
日
・
北
又
の
三
地
区
で
も
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
今
年
は
二
十
二
名
の
隊
員
が
各
地

区
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
区
に
配
置
さ
れ
た
隊
員
は
、
約
一
ヶ
月

間
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
に
よ
る
立
ち
入
り
規
制
、

啓
発
看
板
の
設
置
・
修
理
な
ど
の
高
山
植
物
の

保
護
管
理
や
ゴ
ミ
拾
い
、
各
種
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
今
年
の
隊
員
の
中
に
は
十
一
名
の
女
性

が
い
て
、
登
山
者
へ
優
し
い
口
調
で
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
が
骨

折
し
て
動
け
な
く
な
っ
た
登
山
者
を
救
助
し
、

ま
た
、
疲
労
で
動
け
な
く
な
っ
た
登
山
者
を
山

小
屋
ま
で
運
ぶ
な
ど
の
人
命
救
助
も
行
っ
て
い

ま
し
た
。

﹇
富
山
署
﹈
猛
暑
が
続
く
七
月
十
四
日
、
ブ

ナ
坂
国
有
林
内
の
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト

沿
い
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
、
外
来
性
植
物

の
除
去
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
十
一
名
は
自

己
紹
介
の
後
、
富
山
県
が
作
成
し
た
手
引
書
を

参
考
に
、
Ｏ
Ｂ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
松
久
さ
ん
か

ら
除
去
植
物
の
説
明
や
除
去
の
方
法
を
学
ん
だ

後
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を
付
け
シ
ャ
ベ
ル
や
草
取
鍬
を

手
に
、
弘
法
か
ら
天
狗
平
ま
で
の
道
路
沿
い
で

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

あ
い
に
く
小
雨
と
霧
の
中
で
の
作
業
と
な

り
、
北
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
景
色
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
初
め
て
参
加
し
た
方
も

い
て
、
側
溝
に
咲
い
て
い
る
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ

ポ
の
強
さ
や
外
来
種
の
種
類
の
多
さ
に
驚
き
な

が
ら
、
在
来
植
物
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
注
意
を

払
い
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
や
オ
オ
バ
コ
な
ど

約
二
千
五
百
株
を
除
去
し
ま
し
た
。

同
ル
ー
ト
沿
い
で
は
、
平
成
九
年
に
富
山
県

が
除
去
作
業
を
始
め
、
以
降
、
関
係
機
関
や
団

体
等
が
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
当
署
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
も
五
回
目
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
貴
重
な
高
山
植
物
を
守
る
た

め
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

﹇
東
濃
署
﹈
岐
阜
県
中
津
川
市
と
長
野
県
阿

智
村
に
ま
た
が
る
恵
那
山
（
標
高
二
、
一
九
一

）
を
中
心
に
四
名
の
グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
が
七
月
十

五
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
初
日
は
、
黒
井
沢
登
山
口
か

ら
恵
那
山
山
頂
ま
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

自
然
保
護
の
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
、
ゴ
ミ
拾
い
、

登
山
道
の
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
へ
の
マ
ー
キ

ン
グ
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
二
回
目
の
パ

ト
ロ
ー
ル
は
神
坂
峠
か
ら
恵
那
山
山
頂
ま
で
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
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除去植物の説明を受けて

登山者にチラシを配布して

グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
の
保
護
活
動

高
山
植
物
を
守
れ

恵
那
山
で
初
め
て
実
施
、

グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
活
動
開
始



梅
雨
の
合
間
で
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
順

調
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
は
十
月
中
旬
ま
で
行
う
予
定

で
、
登
山
者
に
自
然
に
接
す
る
ル
ー
ル
を
伝
え
、

マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
精
力
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

﹇
飛
騨
署
﹈
近
年
、
入
り
込
み
者
数
の
増
加

に
伴
い
、
外
来
種
で
あ
る
オ
オ
バ
コ
の
繁
殖
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
八
月
七
日
名
古
屋
シ

テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
り
、
天
生
国

有
林
内
に
繁
殖
し
た
オ
オ
バ
コ
の
除
去
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

天
生
湿
原
の
貴
重
な
在
来
種
の
生
育
を
妨
げ

る
オ
オ
バ
コ
の
除
去
は
、
昨
年
度
か
ら
行
っ
て

お
り
、
今
年
は
そ
の
延
長
線
上
を
実
施
。
今
年

度
は
、
大
雪
や
大
雨
の
影
響
で
二
度
の
日
程
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

日
は
九
名
の
隊
員
が
名
古
屋
や
富
山
か
ら
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
当
署
職
員
に
よ
る
作
業
内
容
の

説
明
の
後
、
二
班
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
へ
移
動
し
、
昼
食
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
、

オ
オ
バ
コ
が
繁
茂
し
た
箇
所
を
集
中
的
に
除
去

し
ま
し
た
。

遊
歩
道
の
様
に
踏
み
固
め
ら
れ
た
場
所
に
生

え
る
オ
オ
バ
コ
は
、
二
股
の
除
草
器
具
を
用
い

て
も
根
こ
そ
ぎ
抜
き
取
る
の
は
難
し
く
、
隊
員

た
ち
は
汗
を
流
し
な
が
ら
黙
々
と
作
業
に
あ
た

っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
度
に
除
去
し
た
遊
歩
道
沿
い
か
ら
は
オ

オ
バ
コ
が
ほ
と
ん
ど
消
失
し
て
お
り
、
昨
年
度

も
参
加
し
て
い
た
隊
員
た
ち
か
ら
は
そ
の
成
果

に
喜
び
の
声
が
あ
が
り
、
除
去
作
業
の
効
果
を

参
加
し
た
皆
で
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

作
業
を
終
え
た
後
、
少
な
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
全
員
で
湿
原
散
策
を
行
い
ま
し
た
。

時
期
の
都
合
に
よ
り
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
数
本

咲
き
残
っ
て
い
る
だ
け
の
寂
し
い
景
色
を
眺
め

な
が
ら
の
散
策
と
な
り
ま
し
た
が
、
隊
員
か
ら

は
「
来
年
こ
そ
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
見
ら
れ
る

時
期
に
出
来
る
と
い
い
ね
。」
と
い
う
声
も
聞

か
れ
、
来
年
度
も
参
加
協
力
を
お
願
い
し
な
が

ら
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

﹇
指
導
普
及
課
﹈
中
部
森
林
管
理
局
は
、
学

校
に
お
け
る
「
総
合
的
な
学
習
」
の
実
施
に
お

い
て
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
知
識
を
深
め
、

総
合
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
等
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
八
月
四
日
、
北
信
地
域
の

小
中
学
校
の
教
職
員
を
対
象
と
し
て
、「
カ
ヤ

ノ
平
自
然
休
養
林
」
に
お
い
て
森
林
・
林
業
体

験
学
習
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
中
部
局
、
北
信
署
、
北
信
地
方
事

務
所
の
職
員
が
、
中
野
市
等
の
小
中
学
校
教
諭

六
名
を
対
象
と
し
て
、「
カ
ヤ
ノ
平
遊
歩
道
」

で
動
植
物
の
観
察
及
び
森
林
の
機
能
な
ど
の
学

習
を
行
っ
た
後
、
近
接
す
る
カ
ラ
マ
ツ
林
に
お

い
て
、
除
伐
Ⅱ
類
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
に
先
立
ち
、「
作
業
の
安
全
確
保
」、

「
ノ
コ
ギ
リ
な
ど
道
具
の
使
用
方
法
」
の
説
明

を
受
け
た
先
生
方
は
時
間
を
忘
れ
熱
心
に
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
先
生
方
か
ら
は
、「
身
近
に
こ
ん

な
す
ば
ら
し
い
自
然
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。」、「
ヤ
マ
ナ
メ
ク
ジ
等
の
生

物
も
、
子
供
達
は
大
好
き
で
、
ど
う
伝
え
て
い

く
か
考
え
た
い
。」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

﹇
森
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
﹈

八
月
四
日
、

木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
木

曽
地
方
事
務
所
が
合
同
で
、
木
曽
町
福
島
の
城

山
国
有
林
及
び
赤
沢
自
然
休
養
林
に
お
い
て
、

木
曽
谷
地
域
の
小
中
学
校
教
職
員
を
対
象
と
し

た
森
林
・
林
業
体
験
学
習
会
が
開
催
さ
れ
、
教

職
員
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、「
城
山
史
跡
の
森
」
で
、
遊
歩

道
沿
い
で
の
動
植
物
の
観
察
、
森
林
の
機
能
、

木
材
の
活
用
、
木
曽
谷
に
お
け
る
森
林
と
林
業

な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
赤
沢
自
然
休
養
林
で

間
伐
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
作
業

に
先
立
ち
「
作
業
の
安
全
確
保
」、「
の
こ
ぎ

り
・
鉈
な
ど
の
道
具
の
使
用
方
法
」
の
ほ
か

「
間
伐
の
意
味
」、「
樹
高
の
測
り
方
」
な
ど
の

説
明
の
後
、
間
伐
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
教
職
員
は
充
実
し
た
学
習
会
の
内

容
に
満
足
し
た
様
子
で
、
今
後
、
同
様
の
学
習

会
が
行
わ
れ
れ
ば
ま
た
参
加
し
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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催



﹇
指
導
普
及
課
﹈
八
月
四
日
、
中
部
森
林
管

理
局
に
お
い
て
「
ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
保
護
管
理
調

査
事
業
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
は
、
マ
ツ
科
ト
ウ
ヒ
属
で
胸

高
直
径
一
・
三

、
樹
高
四
十

ほ
ど
に
な
る

高
木
で
す
。
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の

絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
に
指
定
さ
れ
、
樹
皮
は
、
灰
色

又
は
灰
褐
色
、
葉
は
六
〜
一
五

、
先
端
が
と

が
り
断
面
は
四
角
、
毬
果
は
枝
の
先
に
つ
き

二
・
五
〜
四
･
五

。
生
育
地
は
、
八
ヶ
岳
と

南
ア
ル
プ
ス
の
限
ら
れ
た
地
域
で
、
現
在
、
二

千
本
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
部
局
で
は
、
生
物
多
様
性
の
確
保
の
観
点

か
ら
、
保
護
林
の
事
業
と
し
て
平
成
十
六
年
度

か
ら
事
業
に
着
手
し
て
、
平
成
十
七
年
度
か
ら

は
（
社
）
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
緑
化
促
進
協
力
会
の

協
賛
を
い
た
だ
い
て
六
カ
年
計
画
で
そ
の
増

殖
･
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、
平
成
十
六
、
十

七
年
度
の
現
地
調
査
の
報
告
、
分
布
の
現
状
と

遺
伝
的
変
異
に
つ
い
て
、
接
ぎ
木
用
台
木
の
養

成
状
況
と
接
ぎ
木
の
実
施
時
期
等
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
引
き
続
き
台
木
の
養
苗
管
理
と

接
ぎ
木
に
使
用
す
る
穂
木
の
採
取
を
行
う
予
定

で
あ
り
、
希
少
種
で
あ
る
ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
が
衰

退
す
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
生
育
が
で
き
る
よ

う
保
護
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
採
種
林
・
見

本
林
の
造
成
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。﹇

愛
知
所
﹈
七
月
二
十
日
、
段
戸
国
有
林
に

お
い
て
、
第
九
回
名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ

ー
事
業
が
行
わ
れ
、
愛
知
県
内
か
ら
十
三
人
の

隊
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
生
憎
の
雨
模
様
と
な
り
下
刈
作
業

か
ら
除
伐
作
業
に
変
更
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

現
地
は
、
針
広
混
交
林
と
す
る
た
め
に
広
葉
樹

を
育
て
て
い
る
箇
所
で
、
参
加
し
た
隊
員
は
全

員
雨
合
羽
姿
で
作
業
に
取
り
組
み
、
植
栽
木
を

被
圧
し
て
い
る
灌
木
を
中
心
に
、
丁
寧
に
処
理

し
ま
し
た
。
昼
頃
に
は
雨
も
止
ん
で
少
し

日
が
差
し
込
む
陽
気
と
な
り
、
段
戸
湖
を
眺
め

な
が
ら
楽
し
く
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
隊
員
か
ら
は
「
夏
の
作
業
と
し
て

は
、
や
は
り
下
刈
が
し
た
か
っ
た
。」
と
の
声

も
あ
り
ま
し
た
が
、
午
後
も
引
き
続
き
除
伐
作

業
を
行
い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
一
日
で

し
た
。

﹇
名
古
屋
事
務
所
﹈
七
月
二
十
三
日
、
じ
ょ

う
こ
う
じ
響
き
の
森
に
お
い
て
、「
第
四
回
森

林
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
樹

木
の
勉
強
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
小
中
学
生

を
対
象
と
し
、「
子
ど
も
樹
木
博
士
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
学
生
九
名
の
外
、
保
護
者
等
の

参
加
を
含
め
総
勢
十
三
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

午
前
中
の
約
二
時
間
は
、
講
師
の
横
井
健
二

自
然
観
察
指
導
員
の
案
内
に
よ
り
、
森
林
交
流

館
か
ら
丸
根
山
園
地
周
辺
で
約
三
十
種
類
の
樹

木
の
観
察
を
行
い
、
参
加
者
は
講
師
の
ユ
ニ
ー

ク
で
分
か
り
や
す
い
説
明
に
、
一
つ
で
も
多
く

の
樹
木
を
覚
え
よ
う
と
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
自
習
を
挟
み
、
認
定
試
験
を

行
い
ま
し
た
が
、
二
十
七
問
の
難
問
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
観
察
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
思
い

出
し
な
が
ら
必
死
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
六
級
か
ら
二
段
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で

し
た
が
、
二
十
五
問
も
正
解
し
た
小
学
生
に
は
、

講
師
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
に

大
人
で
は
、
全
問
正
解
者
が
続
出
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
に
認
定
証
を
渡
し
、
今

後
も
い
ろ
い
ろ
な
樹
木
を
観
察
す
る
な
か
か

ら
、
森
林
や
自
然
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
お
願
い
し
閉
講
し
ま
し
た
。

﹇
名
古
屋
事
務
所
﹈
七
月
二
十
七
日
、
愛
知

教
育
大
学
附
属
岡
崎
中
学
校
二
年
生
二
名
が
夏

休
み
の
自
由
研
究
の
課
題
と
し
て
、
森
林
の
重

要
性
や
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
名
古
屋
事

務
所
に
来
所
し
ま
し
た
。

同
学
校
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
興
味
の

あ
る
こ
と
を
、
地
域
社
会
に
出
か
け
学
ぶ
学
習

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
今
回
二
人
は
、
森
林

が
生
活
や
環
境
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
興
味
を
持
ち
、
詳
し
く
知
り
た
い
と
考
え
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
当
所
を
訪
れ
た
も
の
で

す
。
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各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

平
成
十
八
年
度
名
古
屋
シ
テ
ィ

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
（
第
九
回
）

「
子
ど
も
樹
木
博
士
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
森
林
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
」

熱心にシロモジを処理する隊員

講師の説明を聞きながら

ヒメバラモミの雄花

ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
保
護
管
理

調
査
事
業
検
討
委
員
会
を
開
催



事
務
所
職
員
が
、
国
有
林
の
概
要
や
業
務
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、
森
林
の
状

況
や
働
き
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
形
式
で
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
森
林
資
源
の
活
用
方
法

や
森
林
と
酸
素
濃
度
に
つ
い
て
の
関
係
、
森
林

と
川
と
の
関
わ
り
等
の
多
彩
な
質
問
に
担
当
職

員
を
悩
ま
す
場
面
も
あ
り
、
有
意
義
な
勉
強
会

と
な
り
ま
し
た
。

二
人
は
将
来
、
政
治
家
、
教
員
を
め
ざ
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
回
学
ん
だ
事
が
、

今
後
に
お
い
て
少
し
で
も
役
に
立
つ
こ
と
を
願

う
と
と
も
に
、
自
ら
率
先
し
て
森
林
や
林
業
を

学
び
た
い
と
い
う
意
欲
に
、
担
当
者
と
し
て
や

り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

﹇
愛
知
所
﹈
七
月
二
十
九
日
、
愛
知
県
が
都

市
部
と
山
村
の
交
流
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
三
河
の
里
山
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
に
よ
る
体
験
林
業
（
枝
打
作
業
）
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
愛
知
県
が
毎
年
、
参
加
者

に
農
業
・
林
業
の
体
験
し
て
も
ら
い
、
山
村
と

都
市
部
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
本
年

度
は
林
業
体
験
を
行
い
た
い
と
当
所
へ
依
頼
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
段
戸
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
提
供
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
抽
選
に
よ
り
選
ば
れ
た
二
十
一
人

の
参
加
者
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
防
蜂
網
・
防
蜂
手

袋
を
装
着
し
二
十
二
年
生
の
ヒ
ノ
キ
の
枝
打
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
初
め
て
鋸
を
使
っ
た
と

い
う
女
性
か
ら
、
将
来
は
森
林
に
係
わ
る
仕
事

を
し
て
み
た
い
と
い
う
中
学
生
ま
で
様
々
な
人

が
集
ま
り
、
参
加
者
全
員
が
一
本
一
本
丁
寧
に

枝
打
を
行
い
、
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
た
林
分
を

作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

参
加
者
の
多
く
が
「
ま
た
来
た
い
。」、「
ま

た
や
り
た
い
。」
と
感
想
を
述
べ
て
帰
ら
れ
ま

し
た
。

﹇
富
山
署
﹈
梅
雨
空
が
残
る
七
月
二
十
九
日
、

黒
部
市
宇
奈
月
町
の
宇
奈
月
ダ
ム
に
於
い
て
、

「
う
な
づ
き
湖
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６
」

が
開
催
さ
れ
、
富
山
署
は
森
の
ク
ラ
フ
ト
教
室

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
な
づ
き
湖
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
平
成

十
三
年
か
ら
毎
年
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

に
併
せ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
主
催
団
体
と
地
域

と
が
協
同
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。当

日
は
、
ダ
ム
見
学
や
遊
覧
船
体
験
乗
船
、

自
然
観
察
会
な
ど
で
多
く
の
家
族
連
れ
が
楽
し

み
、
ク
ラ
フ
ト
教
室
は
九
時
の
開
会
前
か
ら
家

族
連
れ
が
訪
れ
、
各
々
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
輪

切
板
や
小
枝
、
木
の
実
を
使
っ
て
動
物
人
形
や

壁
掛
け
飾
り
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

な
か
に
は
、「
親
の
ほ
う
が
一
所
懸
命
に
な

り
ま
す
ね
。」
と
言
っ
て
童
心
に
返
り
楽
し
ん

で
い
る
様
子
や
、
親
子
共
同
で
作
品
を
作
る
微

笑
ま
し
い
姿
な
ど
が
見
ら
れ
、
ク
ラ
フ
ト
教
室

は
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
回
参
加
し
て
い
る
家
族
か
ら
「
い

ま
も
玄
関
に
飾
っ
て
い
ま
す
よ
。」
と
の
声
を

聞
き
、
森
の
ク
ラ
フ
ト
教
室
が
イ
ベ
ン
ト
に
定

着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

﹇
名
古
屋
事
務
所
﹈
七
月
二
十
八
日
〜
三
十

日
の
三
日
間
、
名
古
屋
市
内
の
大
曽
根
地
区
の

夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
地
元
の
商
店
街
が
行
っ
た
も
の

で
、
子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
自
然
に
興
味
を

持
っ
て
欲
し
い
と
の
要
望
に
応
え
、
丸
太
切
り

体
験
と
鉛
筆
立
て
作
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

三
日
間
と
も
梅
雨
明
け
間
近
で
暑
い
日
と
な

り
ま
し
た
が
、
小
中
学
生
を
中
心
に
大
勢
の
子

ど
も
が
、
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。
鋸
を
持
つ
の

が
初
め
て
の
子
が
多
く
、
使
い
初
め
は
苦
労
し

て
い
ま
し
た
が
、
切
り
進
ん
で
い
く
う
ち
に
上

手
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
分
で

切
っ
た
木
に
穴
を
開
け
、
自
分
だ
け
の
鉛
筆
立

て
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
い
っ
た
機
会
を
通
じ
、
子
ど
も

た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
う
中
か
ら
、
森
林
や
自

然
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（5） 平成18年8月 第29号

都
市
部
の
住
民
が段

戸
で
枝
打
を
体
験

「
う
な
づ
き
湖
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

開
か
れ
る

「
丸
太
切
り
体
験
盛
況
」

森林や環境に興味をもって

丁寧にヒノキの枝を切る参加者

うまく切れるかな

親子一緒になって
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　平成１８年度国有林モニターへのアンケートを６月に実施しました。今回のテーマは「木材利用」と「森林
整備」で、３０名のモニターの方に答えていただきました。 
　その概要は次のとおりです。 

第１回国有林モニターアンケートの結果概要 

●問　国有林から産出された木曽ヒノキ等を使って修
　　　理されたことを知っている伝統的な建築物を選
　　　んで下さい。（複数選択） 
◆解答 
　伊勢神宮（三重県） ２３ 
　善光寺（長野県） １７ 
　錦帯橋（山口県） ９ 
　名古屋能楽堂（愛知県） ９ 
　明治神宮神楽殿（東京都） ６ 
　大洲城（愛媛県） ４ 
　湯島神社本殿（東京都） １ 
　一つも知らない ５ 
 
 
●問　間伐材を使った商品を知っていますか。 
　　　（自由記述） 
◆解答 
　ガードレール、法面保護、柵等 ２１ 
　建築資材 １２ 
　テーブル、いす、ベッド １１ 
　お盆、コースター、菓子鉢 １０ 
　ベンチ ９ 
　紙 ８ 
　あずまや、橋、ログハウス ８ 
　おもちゃ ７ 
 
 
●問　間伐材を使った商品をどこで知りましたか。 
　　　（複数選択） 
◆解答 

●問　森林整備という言葉はわかりやすいですか。 
◆解答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●問　森林整備という言葉から何をイメージしますか。 
　　　（複数選択） 
◆解答 
　混み合っている木を抜き切る ２６ 
　木を植えて緑を増やす ２５ 
　枝打ちをしたり、つるを切る ２１ 
　林道や作業道を作る ２０ 
　苗木を守るため下草を刈る ２０ 
　ダムを設置したり緑化する １９ 
　歩道や木道を整備する １６ 
　ブナ等をじゃまする低木を切る １５ 
 
 
●問　これからの国有林は、どんな森林を育てていけ
　　　ばいいですか。 
◆解答 
 
 
 

雑誌､専門誌 
１３人 

現物を見て 
１２人 
 新聞広告 

８人 インターネット 
４人 

その他 
１５人 

大変わかりにくい 
１人 

わかりやすい 
17人 

わかりにくい 
８人 

大変 
わかりやすい 

４人 

自然のまま 
１人 

針葉樹広葉樹の 
バランスがとれている 

２２人 

広葉樹が 
多い 
７人 

人 

人 

人 



林
野
庁
人
事
（
抄
）

八
月
一
日
付

▽
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
広
島
森

林
管
理
署
長
（
中
部
森
林
東
信

森
林
管
理
署
長
）
瀧
川
　
正
一

▽
中
部
森
林
管
理
局
東
信
森
林
管

理
署
長
（
林
野
庁
森
林
整
備
部

計
画
課
施
工
企
画
調
整
室
長
）

大
西
　
満
信
　

▽
林
野
庁
森
林
整
備
部
計
画
課
付

（
国
土
交
通
省
出
向
）
中
部
森
林

管
理
局
治
山
課
長
北
浦
　
眞
吾

▽
中
部
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部

治
山
課
長
（
林
野
庁
森
林
整
備

部
治
山
課
災
害
査
定
官
）

河
崎
　
則
秋

中
部
森
林
管
理
局
人
事八

月
一
日
付

▽
企
画
調
整
室
管
理
官
兼
計
画
部

国
有
林
野
管
理
課
（（
独
）
林
木

育
種
セ
ン
タ
ー
企
画
調
整
課
企

画
調
査
役
）

今
井
　
道
博

▽
計
画
部
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
副

所
長
（
企
画
調
整
室
管
理
官
兼

国
有
林
野
管
理
課
）岩

下
　
良
治

▽
中
信
森
林
管
理
署
流
域
管
理
調

整
官
（
岐
阜
署
総
務
課
長
）

松
元
　
和
正
　

▽
岐
阜
森
林
管
理
署
総
務
課
長

（
中
信
署
流
域
管
理
調
整
官
）

藤
井
　
四
郎
　

▽
計
画
部
国
有
林
野
管
理
課
森
林

利
用
係
長
（
中
信
署
業
務
課
技

術
専
門
官
）

野
尻
　
　
靖

▽
中
信
森
林
管
理
署
業
務
課
技
術

専
門
官
（
木
曽
署
南
木
曽
支
署

蘭
森
林
事
務
所
森
林
官
）

岩
間
　
由
文

▽
南
信
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課

付
（
国
有
林
野
管
理
課
森
林
利

用
係
長
）

大
前
　
辰
男

▽
計
画
部
指
導
普
及
課
付
（
愛
知

森
林
管
理
事
務
所
）（
指
導
普
及

課
（
名
古
屋
事
務
所
））

新
木
　
昭
一

▽
中
信
森
林
管
理
署
業
務
課
土
木

係
長
（
東
信
署
業
務
第
二
課
土

木
係
長
）

倉
石
　
明
典

▽
東
信
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
（
東
信
署

軽
井
沢
森
林
事
務
所
森
林
官
）

山
口
　
　
穣

▽
東
信
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課

土
木
係
長
（
木
曽
署
南
木
曽
支

署
業
務
課
土
木
係
長
）小瀬

木
文
武

▽
東
信
森
林
管
理
署
軽
井
沢
森
林

事
務
所
森
林
官
（
南
信
署
業
務

第
二
課
森
林
育
成
係
長
）

林
　
　
英
樹

▽
南
信
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課

森
林
育
成
係
長
（
東
信
署
業
務

第
一
課
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

村
山
　
　
博

▽
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署

業
務
課
土
木
係
長
（
中
信
署
業

務
課
土
木
係
長
）
尾
近
　
　
茂

▽
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署

蘭
森
林
事
務
所
森
林
官
（
木
曽

署
三
岳
森
林
事
務
所
森
林
官
）

金
　
　
敏
博

▽
飛
騨
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課

森
林
育
成
係
長
（
飛
騨
署
町
方

森
林
事
務
所
森
林
官
）前田

　
和
彦

▽
飛
騨
森
林
管
理
署
町
方
森
林
事

務
所
森
林
官
（
岐
阜
署
総
務
課

経
理
係
長
）

成

徹

▽
岐
阜
森
林
管
理
署
総
務
課
経
理

係
長
（
岐
阜
署
業
務
第
一
課
森

林
ふ
れ
あ
い
係
長
）芹

田
　
滋
弘

▽
岐
阜
森
林
管
理
署
署
業
務
第
一

課
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
（
岐
阜

署
樽
見
森
林
事
務
所
森
林
官
）

洞
口
　
豊
美

▽
岐
阜
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課

森
林
育
成
係
長
（
飛
騨
署
業
務

第
二
課
森
林
育
成
係
長
）

上
島
　
昌
弘

▽
岐
阜
森
林
管
理
署
樽
見
森
林
事

務
所
森
林
官
（
岐
阜
署
業
務
第

二
課
森
林
育
成
係
長
）大坪

　
堅
二

▽
豊
邦
森
林
事
務
所
（
販
売
課
企

画
係（
生
産
販
売
担
当
愛
知
所
））

小
野
塚
　
健

▽
北
信
森
林
管
理
署
長
野
森
林
事

務
所
（
北
信
署
業
務
課
経
営
係
）

山
下
　
　
結

▽
東
信
森
林
管
理
署
佐
久
森
林
事

務
所
（
東
信
署
業
務
第
一
課
経

営
係
）

富
元
　
雅
史

▽
南
信
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課

経
営
係
（
南
信
署
下
諏
訪
森
林

事
務
所
）

森
田
　
直
宏

▽
南
信
森
林
管
理
署
下
諏
訪
森
林

事
務
所
（
南
信
署
業
務
第
一
課

経
営
係
）

岡
崎
　
真
吾

▽
木
曽
森
林
管
理
署
南
小
川
森
林

事
務
所
（
木
曽
署
業
務
第
二
課

販
売
係
）

湯
浅
　
　
翠

▽
木
曽
森
林
管
理
署
木
曽
福
島
森

林
事
務
所
（
木
曽
署
業
務
第
一

課
経
営
係
）

西
方
雄
一
郎

▽
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署

柿
其
森
林
事
務
所
（
木
曽
署
南

木
曽
支
署
業
務
課
販
売
係
）

松
原
　
正
志

▽
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署

阿
寺
森
林
事
務
所
（
北
信
署
長

野
森
林
事
務
所
）
菅
沼
　
伸
行

▽
飛
騨
森
林
管
理
署
古
川
森
林
事

務
所
（
飛
騨
署
業
務
第
一
課
経

営
係
）

川
久
保
　
仁

七
月
三
十
一
日
付

▽
退
職
（（
独
）
林
木
育
種
セ
ン
タ

ー
出
向
）（
計
画
部
森
林
技
術
セ

ン
タ
ー
副
所
長
）
役
田
　
　
学

（7） 平成18年8月 第29号

◎
防
災
訓
練

９
月
１
日
　
中
部
森
林
管
理
局
管
内

◎
流
域
調
整
官
会
議

９
月
５
・
６
日
　
中
部
森
林
管
理
局

◎
森
林
施
業
現
地
検
討
会

９
月
11
・
12
日
　
木
曽
署
管
内

◎
局
長
等
会
議

９
月
14
・
15
日
　
林
野
庁

◎
森
林
パ
ノ
ラ
マ
ウ
ォ
ー
ク

９
月
14
日
　
南
信
署
管
内

◎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
林

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
対
策
検
討
委
員
会

９
月
20
・
21
日
　
愛
知
所
管
内

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

９
月
22
日
　
岐
阜
署
管
内

◎
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

９
月
25
・
26
日
　
飛
騨
・
岐
阜
署
管
内

◎
署
長
等
会
議

９
月
27
・
28
日
　
中
部
森
林
管
理
局

◎
国
有
林
野
管
理
審
議
会

９
月
28
日
　
中
部
森
林
管
理
局

◎
木
曽
川
・
森
づ
く
り
in
赤
沢

９
月
30
日
　
木
曽
署
管
内

人
 
の
 
う
 
ご
 き
 

訂
　
正

第
28
号
の
６

２
段
の
「
雨
を
降
ら
せ
た
ら

ど
う
な
る
か
な
」
の
写
真
が
異
な
っ
て
い
ま
し

た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



平成18年8月　（8）第29号

﹇
岐
阜
署
﹈
”郡
上
の
ナ
ー
八
幡
出
て
い
く
と

き
は
雨
も
降
ら
ぬ
に
袖
し
ぼ
る
“
を
代
表
歌
詞

と
す
る
郡
上
踊
り
で
名
高
い
八
幡
町
、
そ
の
八

幡
町
を
見
守
る
よ
う
に
そ
び
え
る
山
が
東
殿
山

で
す
。

東
殿
山
へ
は
、
以
前
は
道
が
険
し
く
登
山
者

も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
環
境
保

全
整
備
事
業
に
よ
り
遊
歩
道
、
展
望
台
な
ど
整

備
し
た
こ
と
か
ら
、
長
良
川
流
域
で
は
数
少
な

い
天
然
林
が
広
が
り
、
ヒ
ノ
キ
や
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、

ヒ
メ
コ
マ
ツ
な
ど
大
木
の
下
に
は
、
太
平
洋
型

と
日
本
海
型
の
植
物
が
数
多
く
自
生
し
、
そ
の

中
で
生
き
る
鳥
や
昆
虫
と
出
会
え
る
絶
好
の

「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
空
間
」
と
な
り
ま
し
た
。

登
山
道
は
乙
姫
谷
ル
ー
ト
、
赤
谷
ル
ー
ト
、

愛
宕
山
三
十
三
間
道
ル
ー
ト
の
三
ル
ー
ト
あ

り
、
何
れ
も
一
時
間
か
ら
二
時
間
の
コ
ー
ス
で

す
。
途
中
に
は
、
戦
国
時
代
（
一
五
四
一
年
）

に
東
常
慶
氏
に
よ
り
築
か
れ
、
そ
の
後
（
一
五

五
九
年
）
対
岸
の
八
幡
山
に
陣
を
構
え
た
遠
藤

盛
数
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
た
赤
谷
山
古
城
（
東
殿
山

城
）
の
石
垣
跡
や
、
水
飲
み
場
跡
の
石
垣
に
歴

史
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
山
頂
付
近
か
ら
は
対
岸
に
八
幡
城
の

天
守
閣
を
、
眼
下
に
は
小
駄
良
川
、
吉
田
川
、

長
良
川
に
囲
ま
れ
た
八
幡
市
街
地
を
眺
め
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

日
本
名
水
百
選
の
第
一
号
に
指
定
さ
れ
た
宗

祇
水
を
は
じ
め
数
々
の
湧
水
、
用
水
が
生
活
に

密
着
し
た
情
緒
あ
る
町
並
み
を
形
成
し
て
い
る

八
幡
町
に
お
越
し
の
時
は
チ
ョ
ッ
ト
足
を
延
ば

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◇
ア
ク
セ
ス

長
良
川
鉄
道
「
郡
上
八
幡
駅
」
下
車
徒
歩
約

十
五
分
で
登
山
口

﹇
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
﹈
明
治
時
代
か
ら
ヒ

ノ
キ
や
ス
ギ
の
植
栽
が
行
わ
れ
、
人
工
林
率
九

十
四
％
の
優
良
な
林
分
と
な
っ
て
い
る
七
宗
国

有
林
に
設
定
し
て
い
る
こ
の
試
験
地
で
は
、
初

回
の
間
伐
か
ら
柱
適
材
径
級
（
胸
高
直
径
二
十

㎝
以
上
）
を
選
木
す
る
収
入
間
伐
を
繰
り
返
し

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
収
益
の
増
大
や
資
源

の
有
効
利
用
を
図
り
つ
つ
複
層
林
を
造
成
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

複
層
林
と
し
て
樹
下
植
栽
し
た
造
林
木
に
つ

い
て
も
、
柱
材
生
産
を
指
向
す
る
施
業
を
行
い
、

ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る
柱
材
生
産
を
最
多
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
試
験
地
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
ヒ
ノ
キ
を

植
栽
し
た
四
十
五
年
生
の
林
分
で
す
が
、
平
成

十
六
年
に
二
回
目
の
収
入
間
伐
を
行
い
一
定
の

成
果
を
得
た
の
で
、
過
去
の
生
長
量
な
ど
の
デ

ー
タ
を
分
析
し
残
存
木
の
生
長
に
よ
る
将
来
の

柱
適
材
の
収
穫
予
測
を
行
い
、
三
回
目
の
間

伐
・
福
層
伐
・
受
光
伐
・
主
伐
に
向
け
経
過
等

の
観
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

柱
適
材
生
産
を
明
確
な
目
的
と
し
て
の
施
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
劣
勢
木
の
肥
大
生

長
に
よ
り
利
用
で
き
る
立
木
が
増
大
す
る
こ

と
、
初
回
間
伐
か
ら
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
保

育
作
業
の
効
率
化
が
図
れ
る
こ
と
、
ま
た
非
皆

伐
型
施
業
と
な
る
こ
と
か
ら
公
益
的
機
能
の
発

揮
に
期
待
が
で
き
ま
す
。

当
局
管
内
に
お
い
て
は
、
岐
阜
県
南
部
か
ら

愛
知
県
に
か
け
て
都
市
近
郊
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林

が
広
く
点
在
し
、
そ
の
多
く
は
保
安
林
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に
指
定
さ
れ
、
公
益
的
機

能
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
課
題
の
施

業
方
法
も
施
業
コ
ス
ト
の
低
減
化
と
併
せ
て
活

用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
所
在
地：

岐
阜
県
加
茂
郡
七
宗
町

七
宗
国
有
林
一
二
一
九
林
小
班

試
験
地
の
調
査
デ
ー
タ
な
ど
は
、「
森
林
技

術
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
。

岐阜森林管理署 
（各署の景勝地等を紹介） 

とう どう やま 

編集　中部森林管理局総務課広報

◇
東
殿
山

実
験
林
・
試
験
地
等
紹
介 

「
柱
適
材
生
産

柱
適
材
生
産
の
た
め
の 

　
　
　
　
　
　
間
伐
施
業
試
験

　
　
　
　
　
　
間
伐
施
業
試
験
」 

「
柱
適
材
生
産
の
た
め
の 

　
　
　
　
　
　
間
伐
施
業
試
験
」 

第
一
回 

▲2回目の収入間伐後
の試験地

▼人工林率94％の七宗国有林


